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は
じ
め
に

日
本
人
の
精
神
風
土
に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
は
何
か
を
追
究
し

た
遠
藤
周
作
の
文
学
は
、
『
沈
黙
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
を
一
つ
の
節

41

3

目
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
後
年
、
作
者
自
身
が
「
第
一
の
円
環
を
閉

じ
る
」（
「
異
邦
人
の
苦
悩
」
（
「
別
冊
新
評
」
昭

年

月
号
）
、
引
用
は
『
遠
藤
周
作

48

12

文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月

頁
に
拠
っ
た
）
と
振
り
返
っ
た
『
沈
黙
』

13

12

5

171

は
、
肺
結
核
再
発
に
よ
っ
て
、
死
を
も
覚
悟
し
た
大
患
生
活
を
経
た
遠
藤

が
、「
も
し
な
お
っ
た
ら
小
説
を
書
き
た
い
と
せ
つ
に
思
」（
「
受
賞
の
言
葉
」

（
「
中
央
公
論
」
昭

年

月
号
）

頁
）
い
、
そ
れ
ま
で
日
本
人
に
は
縁
遠
い

41

11

256

テ
ー
マ
だ
か
ら
と
、
婉
曲
に
表
現
し
て
き
た
信
仰
の
問
題
を
、
「
妥
協
も

ヘ
ッ
タ
ク
レ
も
あ
る
か
。
好
き
勝
手
な
こ
と
を
書
い
て
や
れ
」（
「
沈
黙
の

声
」
（
『
沈
黙
の
声
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

平

年

月
）

頁
）
と
い
う
姿
勢
で
臨

4

7

79

ん
だ
渾
身
の
作
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
的
変
容
と
い

う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る
父
の
宗
教
か
ら
母
の
宗
教
へ
と
い
う

転
換
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
（
「
異
邦
人
の
苦
悩
」

頁
）
。
と
同
時
に
、
こ

176

の
転
換
を
描
い
た
が
故
に
、
『
沈
黙
』
が
激
し
い
糾
弾
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
、現
在
の
遠
藤
研
究
で
は
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

遠
藤
文
学
に
お
け
る
「
母
な
る
神
」

―
か
く
れ
切
支
丹
調
査
か
ら
得
た
成
果

―

池

田

静

香

I
K
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D
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h
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z
u
k
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『
沈
黙
』
発
表
後
、
い
ち
は
や
く
作
家
の
意
図
し
た
母
性
的
キ
リ
ス
ト

像
と
そ
こ
に
潜
む
作
者
の
母
親
（
原
）
体
験
に
気
づ
き
、
指
摘
し
た
の
は

江
藤
淳
（
「
背
教
者
の
苦
悩
と
悦
び
」
（
「
朝
日
新
聞
（
夕
）
」
昭

年

月

日
）
、
石

41

4

29

内
徹
編
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品
論
集
』
ク
レ
ス
出
版

平

年

月

～

頁
参

14

6

27

28

照
）
だ
っ
た
が
、
江
藤
評
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
遠
藤
が
行
っ
た
自
作

の
妥
当
性
主
張
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
日
本
の
家
庭
に
お
け
る
息
子
と
母
親
の

関
係
を
、
自
分
自
身
の
母
親
体
験
や
、
感
覚
的
に
流
布
し
て
い
る
日
本
人

の
母
親
意
識
へ
と
置
き
換
え
一
般
化
す
る
と
い
う
手
順
で
な
さ
れ
る
。
そ

れ
は
例
え
ば
、
司
祭
や
宣
教
師
の
途
絶
え
た
日
本
に
残
さ
れ
た
か
く
れ
切

支
丹
（
注
、
遠
藤
表
記
）
に
見
ら
れ
る
マ
リ
ア
観
音
・
納
戸
神
信
仰
に
日
本

人
の
精
神
風
土
の
特
徴
を
見
出
し
、
彼
等
が
農
村
の
母
を
模
し
た
納
戸
神

や
マ
リ
ア
観
音
を
思
慕
し
て
い
る
の
は
、
自
身
の
母
親
へ
の
愛
着
や
、
第

二
次
世
界
大
戦
下
に
戦
死
し
た
兵
隊
た
ち
が
「
お
母
さ
ん
」
と
叫
ん
で
死

ん
で
い
っ
た
と
い
う
事
例
の
延
長
線
上
に
あ
る
意
識
だ
と
把
握
す
る
こ
と

で
、
母
性
的
な
キ
リ
ス
ト
像
に
は
、
日
本
人
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
感
覚

が
あ
る
は
ず
だ
と
訴
え
る
説
明
方
法
の
こ
と
で
あ
る
（
例
え
ば
「
父
の
宗
教
・

母
の
宗
教

―
マ
リ
ア
観
音
」
（
「
文
芸
」
昭

年

月
号
）
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』

42

1

12

新
潮
社

平

年

月

～

頁
、
「
弱
者
の
救
い
」
（
『
切
支
丹
の
里
』
人
文
書
院

12

4

374

376

昭

年

月
所
収
）『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』

～

頁
、
遠
藤
周
作
×
佐
藤
泰
正
『
人

46

1

13

103

104

生
の
同
伴
者
』
春
秋
社

平

年

月

～

、

～

頁
な
ど
）
。
そ
し
て
こ
の

3

11

27

30

151

156

主
張
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い
く
な
か
、
『
沈
黙
』
執
筆
の

年
後
と
な

12

る
昭
和

年
、
遠
藤
は
か
く
れ
切
支
丹
調
査
を
通
じ
、
更
に
は
浄
土
真
宗

53

信
仰
に
ま
で
目
を
向
け
、「
日
本
人
の
宗
教
意
識
の
中
に
（
略
）
母
親
と
子

ど
も
の
関
係
と
い
う
も
の
が
あ
る
」
こ
と
を
理
解
出
来
た
こ
と
が
、
『
沈



黙
』
を
書
い
た
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
述
べ
る
（
「
ひ
と
つ
の
小
説
が
出
来
る

ま
で
」
（
「
本
の
窓
」
昭

年

月
号
）
、
引
用
は
『
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
』
小
学
館

昭

53

2

年

月

頁
に
拠
っ
た
）
。
こ
の
作
者
の
感
慨
は
、『
沈
黙
』
で
提
示
し
た

54

10

253

キ
リ
ス
ト
教
の
母
性
的
側
面
は
、
神
学
的
な
批
判
に
晒
さ
れ
誤
解
さ
れ
る

と
い
う
不
幸
な
運
命
を
辿
っ
た
け
れ
ど
も
、「
日
本
人
の
宗
教
心
に
沿
う
」

と
い
う
観
点
か
ら
判
断
し
た
時
、
『
沈
黙
』
で
の
主
張
は
確
か
な
踏
み
石

と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
だ
と
訴
え

る
声
と
し
て
、
我
々
の
も
と
に
届
く
だ
ろ
う
。

遠
藤
の
執
筆
ス
タ
イ
ル
は
、
長
編
の
準
備
と
し
て
短
編
を
書
き
、
長
編

で
言
い
足
り
な
か
っ
た
部
分
を
ま
た
短
編
で
書
く
と
い
う
同
心
円
上
の
反

復
性
に
あ
る
。『
沈
黙
』
を
萌
芽
と
す
る
「
母
性
的
な
キ
リ
ス
ト
教
」
は
、

『
沈
黙
』
の
前
奏
曲
と
な
る
短
編
を
収
め
た
『
哀
歌
』（
講
談
社

昭

年
40

10

月
）
所
収
作
品
を
通
し
て
徐
々
に
焦
点
化
さ
れ
、
そ
の
後
は
、
短
編
集
『
母

な
る
も
の
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
に
収
め
ら
れ
た
実
地
調
査
を
伴
う
か

46

5

く
れ
切
支
丹
研
究
を
経
て
描
い
た
短
編
た
ち
を
通
し
て
、
確
立
さ
れ
て
い

っ
た
。
ま
た
、
遠
藤
が
、
『
沈
黙
』
批
判
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
今
後
の
創

作
を
通
し
て
、
自
作
で
訴
え
た
母
性
的
キ
リ
ス
ト
像
が
キ
リ
ス
ト
教
の
本

旨
を
違
え
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
き
た
い
（
「
座
談
会

神
の
沈
黙
と

人
間
の
証
言

―
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」（
「
福
音
と
世
界
」
昭

年
41

月
号
）

～

頁
）
と
語
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
遠
藤
文
学
に
お
け
る
「
母

9

64

65

な
る
神
」
は
、
『
沈
黙
』
以
後
も
考
察
を
深
め
な
が
ら
掌
握
さ
れ
て
い
っ

た
描
写
を
考
慮
し
た
上
で
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

高
い
評
価
を
受
け
る
一
方
、
多
く
の
批
判
に
晒
さ
れ
た
『
沈
黙
』
の
母
性

的
な
キ
リ
ス
ト
像
が
、
『
沈
黙
』
の
「
赦
し
の
神
」
を
萌
芽
と
し
て
短
編

「
母
な
る
も
の
」（
「
新
潮
」

昭

年

月
号
）
で
描
い
た
「
哀
し
み
の
聖
母
」

44

1

像
で
ひ
と
ま
ず
の
決
着
を
つ
け
た
と
す
る
な
ら
ば
、
遠
藤
に
よ
る
「
母
性

宗
教
」
の
説
明
方
法
を
幅
広
く
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
家
の
主
張

の
根
拠
と
な
っ
た
か
く
れ
切
支
丹
の
信
仰
心
へ
の
解
釈
や
、
自
作
に
お
け

る
母
親
の
描
き
方
に
揺
れ
が
あ
る
こ
と
を
し
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
遠

藤
文
学
に
お
け
る
「
母
な
る
神
」
へ
の
取
り
組
み
を
、
『
沈
黙
』
を
中
心

と
し
な
が
ら
そ
の
前
後
の
表
現
を
踏
ま
え
な
が
ら
照
射
す
る
こ
と
で
、
遠

藤
作
品
の
流
れ
の
中
に
お
け
る
『
沈
黙
』
の
意
義
、
ひ
い
て
は
「
母
な
る

神
」
の
成
立
条
件
を
再
考
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

か
く
れ
切
支
丹
調
査
の
成
果

―
日
本
的
「
後
悔
と
許
し
の
信
仰
」
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
の
違
い

カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
母
性
的
な
側
面
を
強
調
し
た
『
沈
黙
』
に
つ
い

て
、
遠
藤
が
そ
の
意
図
を
自
ら
語
っ
た
座
談
会
（
遠
藤
周
作
×
井
上
洋
治
×
三

浦
朱
門
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」
（
「
批
評
」
昭

年

月
号
）
）
で
の
主

41

8

張
を
ま
と
め
る
と
、『
沈
黙
』
で
の
試
み
は
、
次
の
３
点
に
あ
っ
た
。

①
「
転
ん
で
も
カ
ト
リ
ッ
ク
は
見
離
さ
れ
ま
せ
ん
と
い
う
こ
と
」。（
120

頁
）

②
「
神
は
表
面
は
沈
黙
し
て
る
け
れ
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
人
生
を
通
し

て
神
が
自
分
の
存
在
を
語
り
、
自
分
の
声
を
語
っ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
。（

頁
）

121

③
「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
観
念
は
、
こ
れ
は
仮
定
の
議
論

な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
母
の
観
念
を
強
調
し
な
く
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
。（

頁
）

121



こ
こ
に
改
め
て
記
す
ま
で
も
な
く
有
名
な
こ
と
だ
ろ
う
が
、
『
沈
黙
』
以

後
、
「
仮
定
の
議
論
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
「
母
性
宗
教
」
の
重
要
性
を
証

明
す
る
た
め
、
遠
藤
が
度
々
具
体
例
と
し
て
引
き
合
い
に
出
す
の
が
、
か

く
れ
切
支
丹
だ
っ
た
。
遠
藤
は
、
か
く
れ
切
支
丹
へ
の
興
味
を
『
沈
黙
』

発
表
の
３
～
４
年
前
か
ら
持
っ
て
い
た
と
述
懐
し
て
い
る
（
「
日
本
の
沼
の

中
で
」（
「
野
性
時
代
」
昭

年

月
～

月
号
）
、『
切
支
丹
時
代

―
殉
教
と
棄
教
の
歴

54

1

6

史
』
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

平

年

月

頁
）
し
、
『
沈
黙
』
の
前
奏
曲
と

4

2

147

な
っ
た
短
編
「
そ
の
前
日
」（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）
に
は
踏
絵
が
登
場
し
、

38

1

同
じ
く
短
編
「
帰
郷
」（
「
群
像
」
昭

年

月
号
）
で
は
、
現
在
、
遠
藤
周
作

39

9

文
学
館
の
建
つ
長
崎
市
外
海
地
区
か
ら
ほ
ど
近
い
三
重
地
区
を
舞
台
に
、

遠
藤
と
思
し
き
主
人
公
の
祖
先
が
か
く
れ
切
支
丹
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

書
か
れ
、
更
に
は
『
沈
黙
』
執
筆
の
原
動
力
と
な
っ
た
十
六
番
館
（
当
時
）

の
踏
絵
を
見
た
印
象
が
初
め
て
綴
ら
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
踏
絵
」（
「
芸
術
生

活
」
）
昭

年

月
号
）
で
も
、
初
め
て
の
長
崎
旅
行
で
か
く
れ
切
支
丹
を
訪

39

6

ね
た
と
記
し
て
い
る
（

頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
遠
藤
は
『
沈
黙
』
上
梓
以

124

前
か
ら
か
く
れ
切
支
丹
へ
の
興
味
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、こ
う
し
た
『
沈

黙
』
以
前
の
か
く
れ
切
支
丹
へ
の
言
及
は
、
『
沈
黙
』
執
筆
の
視
点
を
転

び
者
（
弱
者
）
に
定
め
た
が
故
の
、
肉
体
的
弱
さ
を
自
認
す
る
自
分
の
分

身
に
肉
薄
し
て
い
く
た
め
に
紡
ぎ
出
し
た
言
葉
た
ち
で
あ
っ
た
。『
沈
黙
』

執
筆
直
後
の
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」
で
、
自
ら
の
文
学
が

進
む
道
の
希
望
的
観
測
を
示
す
た
め
の
具
体
例
と
し
て
マ
リ
ア
観
音
を
引

き
合
い
に
出
し
な
が
ら
も
、
「
仮
定
の
議
論
な
ん
だ
け
れ
ど
も
」（

頁
）

121

と
留
保
し
た
の
は
、
自
分
は
ま
だ
、
彼
等
か
く
れ
切
支
丹
信
仰
の
深
部
ま

で
は
掴
み
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
躊
躇
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
で
、『
沈
黙
』
執
筆
を
決
心
し
て
以
後
の
長
崎
へ
の
取
材
は
、

主
に
棄
教
司
祭
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
足
跡
を
追
う
こ
と
に
あ
り
（
「
長
崎

―
フ

ェ
レ
イ
ラ
の
こ
と
」
『
走
馬
燈
』
毎
日
新
聞
社

昭

年

月

頁
）
、
遠
藤
が
フ

52

5

33

ェ
レ
イ
ラ
の
よ
う
な
転
び
者
た
ち
の
そ
の
後
と
い
う
宿
題
を
得
た
の
は
、

『
沈
黙
』
を
書
い
た
か
ら
だ
っ
た
（
「
ひ
と
つ
の
小
説
が
出
来
る
ま
で
」

頁
）
。

250

そ
う
し
た
宿
題
を
抱
え
た
遠
藤
が
、
か
く
れ
切
支
丹
信
仰
に
つ
い
て
の

独
自
の
見
解
を
示
す
文
章
を
書
き
始
め
る
の
は
、
『
沈
黙
』
以
後
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
手
始
め
と
な
っ
た
の
が
「
『
沈
黙
』
に
つ
い
て
の
「
決
算

書
」
」（
北
森
嘉
蔵
「
『
沈
黙
』
の
神
学

―
何
処
へ
の
踏
み
石
か
」（
「
月
刊
キ
リ
ス
ト
」

昭

年

月
号
）
引
用
は
『
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
作
品
論
集
』

頁
に
拠
っ
た
）
と
呼

42

2

77

ば
れ
る
『
沈
黙
』
を
発
表
し
た
年
の
年
末
に
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
「
父
の

宗
教
・
母
の
宗
教

―
マ
リ
ア
観
音
」（
「
文
芸
」
昭

年

月
号
）
で
あ
る
。

42

1

こ
こ
で
遠
藤
は
、
先
輩
作
家
・
正
宗
白
鳥
が
キ
リ
ス
ト
教
を
誤
解
し
た
の

は
、
彼
が
厳
し
く
裁
く
父
な
る
神
の
側
面
だ
け
を
見
た
か
ら
で
あ
り
、
キ

リ
ス
ト
教
が
日
本
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
、
か
く
れ
切
支
丹
が
思
慕

し
た
母
の
イ
メ
ー
ジ
が
伴
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
そ
の
後
、
記
述
そ
の
も
の
が
短
編
「
母
な
る
も
の
」
へ
と
直
接
的
に
反

映
さ
れ
た
取
材
記
「
弱
者
の
救
い

―
か
く
れ
切
支
丹
の
村
々
」（
『
切
支

丹
の
里
』
人
文
書
院

昭

年

月
）
に
お
い
て
も
、
長
崎
の
か
く
れ
切
支
丹
・

46

1

村
上
近
七
翁
を
訪
ね
、
ま
た
、
か
く
れ
切
支
丹
研
究
の
大
家
・
田
北
耕
也

に
よ
る
マ
リ
ア
観
音
・
納
戸
神
調
査
を
例
に
、
か
く
れ
切
支
丹
が
マ
リ
ア

観
音
や
納
戸
神
を
思
慕
し
た
こ
と
に
こ
そ
、
「
彼
等
の
切
実
な
「
許
し
」

へ
の
悲
願
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
」（
『
遠
藤
周
作
全
集

』

頁
）
と
捉
え
、
エ

13

104

ッ
セ
イ
「
父
の
宗
教
・
母
の
宗
教
」
で
の
主
張
を
、
補
強
し
て
い
く
。
つ



ま
り
、
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
、「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」

で
示
し
た
「
仮
定
の
議
論
」
を
立
証
し
て
い
く
目
線
で
、
か
く
れ
切
支
丹

信
仰
を
捉
え
続
け
て
い
た
と
言
え
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
『
沈
黙
』
執
筆
か
ら

年
を
経
て
、
ま
た
若
き
日
か

13

ら
の
聖
書
研
究
の
集
大
成
と
も
い
え
る
日
本
人
に
も
納
得
で
き
る
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
像
を
描
い
た
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』（
新
潮
社

年

月
）

昭
48

10

『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
を
執
筆
し
お
え
た
昭
和

53

9

54

年
、
遠
藤
は
、
か
く
れ
切
支
丹
信
仰
に
つ
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
比
較

を
通
し
て
最
も
深
く
考
察
し
た
論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」（
「
野
性
時
代
」

昭

年

～

月
号
）
を
発
表
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
遠
藤
は
、
自
分
が
か

54

1

6

く
れ
切
支
丹
の
人
々
に
興
味
関
心
を
抱
い
た
の
は
「
彼
等
は
我
々
に
基
督

教
が
土
着
化
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
変
形
を
す
る
か
の
良
所
と
欠
点

と
を
共
に
教
え
て
く
れ
た
か
ら
」（

頁
）
だ
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
論
考

211

が
重
要
な
の
は
、管
見
に
入
っ
た
限
り
の
か
く
れ
切
支
丹
言
及
の
な
か
で
、

唯
一
、
良
い
点
だ
け
で
は
な
く
、
「
か
く
れ
切
支
丹
を
素
材
に
学
ぶ
べ
き

（
略
）
欠
点
」
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
点
に
あ
る
。

前
述
し
た
通
り
、
遠
藤
に
よ
る
多
く
の
か
く
れ
切
支
丹
言
及
は
、
母
の

観
念
を
大
切
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
良
所
ば
か
り
を
強
調
す
る
か
た
ち

で
な
さ
れ
て
き
た
（
例
え
ば
、「
父
の
宗
教
・
母
の
宗
教

―
マ
リ
ア
観
音
に
つ
い
て
」
、

「
日
本
人
の
宗
教
心
理
に
つ
い
て
」（
「
京
都
新
聞
」
昭

年

月

日
）
、「
弱
者
の
救
い
」

43

10

14

な
ど
）
。
良
い
点
だ
け
を
見
た
場
合
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
日
本
人
の
心
に
馴

染
む
様
相
を
追
究
し
た
遠
藤
に
と
っ
て
、
彼
等
が
赤
ん
坊
を
抱
い
た
農
婦

を
描
い
た
聖
画
（
納
戸
神
）
や
、
菩
薩
像
を
聖
母
マ
リ
ア
に
見
立
て
た
マ

リ
ア
観
音
信
仰
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
人
が
「
父
親
の
よ
う
に
自

分
を
裁
い
た
り
、
罰
し
た
り
す
る
宗
教
で
は
な
く
、
自
分
を
許
し
て
く
れ
、

自
分
と
一
緒
に
苦
し
ん
で
く
れ
る
母
親
の
よ
う
な
宗
教
を
ほ
し
が
っ
て
い

る
」（
「
お
っ
母
さ
ん
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭

年

月

日
）
）
こ
と
を
例
示
し
、
こ

47

9

4

の
こ
と
が
、『
沈
黙
』
で
ロ
ド
リ
ゴ
が
思
い
浮
か
べ
る
キ
リ
ス
ト
の
顔
が
、

日
本
の
風
土
に
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
踏
み
入
れ
る
ほ
ど
女
性
的
な
風
貌
に

変
化
し
て
い
く
よ
う
描
い
た
こ
と
の
正
当
性
を
訴
え
る
根
拠
と
な
る
。
そ

の
た
め
、
納
戸
神
・
マ
リ
ア
観
音
信
仰
は
、
『
沈
黙
』
批
判
渦
中
で
の
回

答
書
で
あ
る
エ
ッ
セ
イ
「
父
の
宗
教
・
母
の
宗
教
」
で
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク

が
日
本
化
す
る
た
め
に
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
道
と
し
て
、
積
極
的
に
言
及

さ
れ
た
（
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』

～

頁
）
。
だ
が
、
彼
等
か
く
れ
切
支

12

374

376

丹
の
母
親
信
仰
と
、
遠
藤
が
目
指
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
日
本
的
変
容
と
し

て
の
母
親
信
仰
に
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
、
少
な
く
と
も
『
沈

黙
』
執
筆
後
の
遠
藤
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
、
論
考
「
日
本
の
沼
の
中

で
」
は
示
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
遠
藤
が
こ
の
論
考
で
示
し
た
「
か
く
れ

切
支
丹
を
素
材
に
学
ぶ
べ
き
（
略
）
欠
点
」（

頁
）
で
あ
る
。
そ
の
違
い
、

211

つ
ま
り
欠
点
は
、
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。

か
く
れ
切
支
丹
の
な
か
に
、
と
り
わ
け
マ
リ
ア
信
仰
の
強
ま
っ
た

（
略
）
の
（
略
）
は
彼
等
の
信
仰
が
「
後
悔
と
許
し
の
信
仰
」
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
許
し
の
対
象
を
十
字
架
で
死
ん
だ
イ
エ
ス
に
み

つ
け
ず
、
た
だ
子
を
許
す
母
の
信
仰
に
発
見
し
よ
う
と
し
た
た
め
で

あ
る
。
聖
母
マ
リ
ア
は
彼
等
か
く
れ
切
支
丹
た
ち
に
と
っ
て
自
分
た

ち
を
許
し
て
く
れ
る
母
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
略
）
『
こ
ん
ち
り
さ

ん
の
り
や
く
』
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
基
督
教
に
お
け
る
「
後
悔

と
許
し
」
と
は
、
一
度
犯
し
た
罪
を
二
度
と
犯
す
ま
じ
と
い
う
決
心



が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
決
心
が
な
け
れ
ば
許
し
の
可
能
性
も
ま

た
な
い
の
だ
。
／
だ
が
、
か
く
れ
切
支
丹
の
「
後
悔
と
許
し
の
信
仰
」

は
こ
の
基
督
教
的
な
意
味
と
本
質
的
に
違
う
。
な
ぜ
な
ら
彼
等
は
社

会
的
に
転
び
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
神
に
詫
び
な
が
ら
、
他
方
、

進
ん
で
社
会
的
に
ふ
た
た
び
切
支
丹
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
勇
気

が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
旦
那
寺
に
や
む
を
え
ず
詣
で
、
毎
年
一

度
は
踏
絵
を
踏
み
、
そ
の
度
ご
と
、
後
悔
の
祈
り
（
コ
ン
チ
リ
サ
ン

の
オ
ラ
シ
ョ
）
を
唱
え
な
が
ら
、
彼
等
は
来
年
も
自
分
た
ち
が
同
じ

行
為
を
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
彼
等
は
「
今
よ
り
以
後

二
た
び
、
も
る
た
る
科
を
犯
さ
ず
（
注
、
傍
線
は
本
文
）
」
と
い
う
決
心

を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
略
）
／
「
後
悔
と
許
し
の
信
仰
」
に

す
が
り
な
が
ら
彼
等
は
は
じ
め
か
ら
、
そ
の
後
悔
が
再
起
の
た
め
の

後
悔
で
は
な
く
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
業
に
従
う
自
分
の
運
命
を
歎
き

悲
し
む
後
悔
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
ど
う
に
も

な
ら
ぬ
自
分
た
ち
の
業
を
仕
方
な
し
と
し
て
許
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
の
が
彼
等
の
信
仰
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
／
こ
れ
は
日
本
的
な
、

あ
ま
り
に
日
本
的
な
信
仰
で
あ
る
。（
略
）
そ
こ
に
は
基
督
教
で
言
う

十
字
架
の
意
味
、イ
エ
ス
の
受
難
の
意
味
も
忘
却
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

（
「
日
本
の
沼
の
中
で
」

～

頁
、
傍
線
は
池
田
、
以
下
同
）

195

197

か
く
れ
切
支
丹
信
仰
と
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
と
の
間
に
あ
る
決
定
的
な
差
。

そ
れ
は
、
罪
を
犯
し
た
者
が
再
起
を
願
い
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
な
す
か

否
か
に
あ
る
。
遠
藤
が
こ
の
よ
う
な
理
解
に
達
し
た
の
が
『
沈
黙
』
以
後

の
こ
と
だ
っ
た
と
し
て
も
、
批
判
の
嵐
に
晒
さ
れ
た
『
沈
黙
』
の
是
非
を

問
わ
れ
た
時
、
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
の
母
性
的
な
側
面
の
強
調
が
間
違
っ
て

お
ら
ず
、
ま
た
な
お
か
つ
、
『
沈
黙
』
で
打
ち
出
し
た
遠
藤
神
学
が
キ
リ

ス
ト
教
の
本
旨
を
違
え
て
い
な
い
こ
と
を
今
後
の
創
作
活
動
で
証
明
し
て

い
き
た
い
（
「
座
談
会

神
の
沈
黙
と
人
間
の
証
言
」

～

頁
参
照
）
と
表
明
し

64

65

て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
発
言
が
『
沈
黙
』
執
筆
後

年
を
経
た
も

13

の
で
あ
っ
て
も
、
こ
こ
か
ら
『
沈
黙
』
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

う
や
く
『
沈
黙
』
に
描
か
れ
た
「
母
性
宗
教
」
の
存
在
意
義
を
評
価
す
る

尺
度
が
入
手
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
作
者
自
身
に
よ
る
か
く
れ
切

支
丹
信
仰
理
解
の
終
着
地
点
と
な
っ
た
こ
の
発
言
を
基
点
に
、
『
沈
黙
』

の
表
現
に
則
り
、
『
沈
黙
』
が
キ
リ
ス
ト
教
の
本
旨
を
違
え
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、踏
絵
を
踏
ん
だ
ロ
ド
リ
ゴ
が
、

そ
の
後
「
社
会
に
ふ
た
た
び
切
支
丹
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
勇
気
」
を

持
え
て
い
る
の
か
否
か
、
に
あ
る
。

『
沈
黙
』
で
描
い
た
母
性
的
な
キ
リ
ス
ト
教

―
か
く
れ
切
支
丹
調
査
か
ら
振
り
返
っ
て

禁
教
下
で
再
び
切
支
丹
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
死
を
意
味

す
る
。
ま
た
『
沈
黙
』
は
、
歴
史
の
闇
に
葬
ら
れ
た
転
び
者
た
ち
の
魂
に

光
を
当
て
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
奉
行
所
に

信
心
戻
し
を
願
い
出
て
処
刑
さ
れ
て
は
、
結
果
的
に
殉
教
者
の
み
が
救
わ

れ
る
物
語
と
な
り
、
執
筆
意
図
の
大
前
提
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た

な
か
、
後
年
の
述
懐
・
「
沈
黙
の
声
」（

～

頁
）
で
作
者
が
解
説
し
た
通

70

71

り
、
棄
教
あ
る
い
は
殉
教
、
と
い
う
厳
し
い
究
極
の
選
択
し
か
提
示
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
迫
害
下
に
あ
っ
て
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
棄
教
後
も
内
面
に
お
い

て
独
自
の
新
た
な
「
信
仰
」
を
持
ち
続
け
た
だ
け
で
な
く
、
再
び
「
自
分



は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
」
と
申
し
出
た
た
め
に
再
度
拷
問
に
か
け
ら
れ
、

新
た
に
棄
教
の
誓
約
書
を
書
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
「
切
支
丹
屋
敷
役
人

日
記
」
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
い
つ
の
日
か
禁
教
が
解
か

れ
た
時
、
た
と
え
そ
れ
が
「
私
の
イ
エ
ス
」
を
信
じ
る
道
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
最
終
章
に
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
再
び
信
仰
の
道
を
歩
む
で
あ
ろ
う
と

い
う
希
望
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
。
ま
た
、
棄
教
と
い
う
信
仰
の

死
か
、
殉
教
と
い
う
肉
体
の
死
の
ど
ち
ら
か
し
か
見
出
す
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
局
面
に
あ
っ
て
、
遠
藤
は
絵
踏
み
後
の
ロ
ド
リ
ゴ
に
「
私
の
今
日

ま
で
の
人
生
が
あ
の
人
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
」（
「
沈
黙
」
、
引
用
は
『
遠
藤

周
作
文
学
全
集

』
平

年

月

頁
に
拠
っ
た
）
と
語
ら
せ
、
生
き
た
屍
と

2

11

6

325

し
て
の
余
生
を
過
ご
し
た
彼
の
哀
し
み
を
包
む
微
か
な
信
仰
の
あ
り
よ
う

を
確
か
に
描
き
込
ん
だ
。
そ
し
て
後
年
、
ロ
ド
リ
ゴ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

南
蛮
宣
教
師
キ
ャ
ラ
の
棄
教
後
を
世
話
し
た
下
男
夫
婦
を
短
編
「
召
使
た

ち
」（
「
文
芸
春
秋
」
昭

年

月
号
）
で
描
き
、
禁
教
下
に
も
拘
ら
ず
キ
ャ
ラ

47

1

を
世
話
し
た
下
男
・
下
女
が
切
支
丹
と
な
っ
た
切
っ
掛
け
を
、
キ
ャ
ラ
の

「
苦
し
い
孤
独
な
生
涯
」
を
象
徴
す
る
「
屈
辱
の
泪
」
に
あ
っ
た
と
推
測

し
、
転
び
バ
テ
レ
ン
の
絵
踏
み
後
の
信
仰
と
、
そ
の
聖
な
る
人
生
に
触
れ

た
夫
婦
に
刻
ま
れ
た
「
イ
エ
ス
」
の
痕
跡
を
描
き
出
し
て
い
る
（
『
遠
藤
周

作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月

頁
）
。
こ
う
し
た
描
写
を
考
慮
し
た

8

11

12

145

時
、
作
者
は
、
絵
踏
み
後
の
ロ
ド
リ
ゴ
の
再
起
を
願
い
、
そ
れ
を
信
じ
た

上
で
、
小
説
を
創
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
に
お
け
る
遠
藤
に
よ
る
日
本
人
の

宗
教
心
理
解
を
踏
ま
え
た
時
、
以
上
の
よ
う
に
ロ
ド
リ
ゴ
の
信
仰
を
肯
定

し
て
い
く
読
み
を
展
開
し
て
い
く
に
は
、
ひ
と
つ
の
重
大
な
前
提
が
必
要

と
な
る
こ
と
を
思
う
。
そ
の
前
提
と
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
孤
独
の
中
で
持
ち

続
け
た
信
仰
が
、
日
本
人
の
転
び
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
た
だ
許
し
を

乞
う
だ
け
の
も
の
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
遠
藤
は
、
踏
絵
を
「
踏

ん
で
も
平
気
だ
」
な
ど
と
い
う
乱
暴
な
読
み
を
示
す
読
者
が
出
現
し
た
ら
、

「
そ
の
世
界
に
は
い
っ
た
ら
お
れ
の
「
沈
黙
」
と
は
全
く
関
係
な
い
世
界

だ
」
と
言
い
切
っ
た
（
「
座
談
会

井
上
神
父
を
か
こ
ん
で
」

頁
）
。
躊
躇
い
な

124

く
こ
う
述
べ
る
の
は
、
『
沈
黙
』
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
と
い
う
旧
司
祭
・
西
洋

人
を
視
点
人
物
と
し
た
た
め
、
遠
藤
が
か
く
れ
切
支
丹
や
浄
土
真
宗
に
お

け
る
信
心
調
査
か
ら
学
ん
だ
日
本
人
の
宗
教
心
に
お
け
る
特
性
（
詫
び
て

許
し
を
乞
う
だ
け
の
信
心
）
に
ま
で
注
意
を
払
う
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
だ

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
（
江
藤
淳
は
、『
成
熟
と
崩
壊
』（
河
出
書
房

昭

年

月
）
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6

に
お
い
て
ロ
ド
リ
ゴ
の
精
神
性
は
あ
く
ま
で
日
本
人
的
に
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
作
者

は
ロ
ド
リ
ゴ
を
終
始
「
司
祭
」
と
い
う
役
割
に
忠
実
な
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
（

～

頁
）
が
、
小
稿
は
、
こ
の
部
分
を
「
司
祭
」
の
役
割
に
忠
実
な
西
洋

165

166

人
・
ロ
ド
リ
ゴ
と
し
て
捉
え
る
）
。
そ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
章
及

び
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
に
描
か
れ
た
絵
踏
み
後
の
ロ
ド
リ
ゴ
が
、

そ
の
胸
中
に
「
私
の
イ
エ
ス
」
を
抱
き
続
け
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
い

つ
の
日
か
再
び
切
支
丹
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
勇
気
の
証
で
あ
り
、
ペ

ト
ロ
信
仰
の
異
型
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
沈
黙
』
は
西
洋
人

で
あ
り
旧
司
祭
を
視
点
人
物
に
設
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ド
リ
ゴ
の

信
仰
が
、
「
私
の
主
の
発
見
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
日

本
的
「
後
悔
と
許
し
の
信
仰
」
へ
と
形
骸
化
さ
れ
は
し
な
い
と
い
う
前
提

が
、
確
保
さ
れ
得
た
。
だ
が
、
作
品
の
中
心
的
視
点
人
物
を
日
本
人
に
置

き
換
え
、
そ
の
舞
台
設
定
の
な
か
で
遠
藤
が
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
取
り
組



む
時
、
彼
は
、
日
本
人
の
精
神
風
土
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
が
か
く
れ

切
支
丹
信
仰
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
再
起
を
宣
言
す
る
勇
気
の
な
い
惰
性
的

な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
へ
の
懸
念
に
も
、
気
を
配
ら
ね
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
で
示
し
た
日
本
の
精
神
風
土
へ
の
確
た
る

懸
念
こ
そ
な
く
と
も
、
遠
藤
は
『
沈
黙
』
で
、
沢
野
忠
庵
の
口
を
借
り
、

日
本
を
「
泥
沼
」
と
呼
び
、
西
洋
的
な
信
の
生
成
土
壌
と
の
間
に
あ
る
越

え
が
た
い
壁
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
（

～

頁
）
。
ま
た
、
『
沈
黙
』
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以
前
か
ら
遠
藤
は
、
た
と
え
「
泥
沼
」
に
あ
っ
て
も
根
腐
れ
せ
ぬ
信
仰
を

掴
み
た
い
と
い
う
願
い
を
、
『
海
と
毒
薬
』（
文
藝
春
秋
新
社

昭

年

月
）

33

4

発
表
以
降
の
課
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
（
「
座
談
会

神
の
沈
黙
と
人
間
の
証
言
」

頁
）
。
短
編
「
母
な
る
も
の
」
は
、
『
沈
黙
』
以
後
、
遠
藤
が
か
く
れ
切

51支
丹
研
究
を
重
ね
、
日
本
人
を
視
点
人
物
と
し
て
「
母
な
る
神
」
創
出
に

取
り
組
ん
だ
最
も
中
心
的
な
作
品
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
作
中
に
示
さ
れ

た
「
哀
し
み
の
聖
母
」
の
意
味
内
容
を
、
作
者
に
よ
る
昭
和

年
の
か
く

54

れ
切
支
丹
認
識
か
ら
照
ら
し
返
す
こ
と
は
、『
沈
黙
』
の
場
合
と
同
じ
く
、

遠
藤
文
学
に
お
け
る
「
母
な
る
神
」
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
視
点
を
も

た
ら
す
だ
ろ
う
。

短
編
「
母
な
る
も
の
」
に
お
け
る
「
哀
し
み
の
聖
母
」

―
「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
の
「
母
」
の
行
方

前
述
し
た
通
り
、
『
沈
黙
』
の
正
当
性
を
主
張
す
る
時
に
遠
藤
が
引
き

合
い
に
出
し
た
の
は
、
か
く
れ
切
支
丹
信
仰
に
お
け
る
納
戸
神
・
マ
リ
ア

観
音
信
仰
と
、
自
分
自
身
の
母
親
体
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
つ
を
絶
妙
に

織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
物
語
を
構
成
し
、
「
母
な
る
神
」
の
結
晶
と
銘
打
た

れ
た
の
が
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」（
「
新
潮
」

年

月
号
）
で
あ
る
。
作
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1

中
、
『
沈
黙
』
を
書
い
た
遠
藤
と
思
し
き
小
説
家
の
「
私
」
は
、
か
く
れ

切
支
丹
の
住
む
長
崎
の
あ
る
島
を
訪
れ
る
。
「
私
」
は
、
地
元
司
祭
の
紹

介
で
滅
多
に
部
外
者
に
は
会
わ
な
い
「
か
く
れ
」
の
長
に
会
わ
せ
て
も
ら

い
、
最
終
的
に
は
納
戸
神
ま
で
見
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。
道
中
、

小
説
家
は
、
い
ま
は
亡
き
厳
し
か
っ
た
母
の
面
影
を
、
繰
り
返
し
思
い
出

す
。
そ
し
て
「
か
く
れ
」
の
島
を
歩
く
主
人
公
の
脳
裏
に
甦
っ
た
、
音
楽

家
と
し
て
一
つ
の
「
音
を
さ
が
し
（
略
）
た
っ
た
一
つ
の
信
仰
を
求
め
」

た
母
の
面
影
（
「
母
な
る
も
の
」
、
引
用
は
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

8

年

月

頁
に
拠
っ
た
）
が
、
時
を
経
て
、
生
前
母
が
大
事
に
し
て
い
た

11

12

38

マ
リ
ア
像
の
眼
差
し
と
重
な
り
、
そ
の
二
つ
が
同
化
し
た
哀
し
み
の
聖
母

の
眼
差
し
が
、
更
に
納
戸
神
に
描
か
れ
た
農
婦
の
母
の
眼
差
し
と
溶
け
合

う
（

頁
）
。
こ
の
二
段
階
の
変
容
を
遂
げ
て
誕
生
す
る
の
が
、
遠
藤
が
追

55

究
し
た
日
本
人
に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
「
哀
し
み
の
聖
母
」
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。
『
沈
黙
』
で
描
い
た
母
性
的
キ
リ
ス
ト
像
の
正
当
性
は
、
こ
の

よ
う
に
し
て
、
主
人
公
の
母
親
へ
の
意
識
を
ま
ず
は
「
哀
し
み
の
聖
母
」

へ
と
移
し
、
そ
の
上
で
か
く
れ
切
支
丹
が
納
戸
神
を
慕
う
意
識
に
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
で
、
深
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
で

示
し
た
懸
念
を
踏
ま
え
た
時
、
日
本
の
精
神
風
土
の
な
か
で
も
根
付
く
信

仰
の
あ
り
よ
う
を
示
す
に
は
、
た
だ
単
に
日
本
人
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る

イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
た
め
、
単
純
に
哀
し
み
の
聖
母
と
納
戸
神
が
同
一

視
さ
れ
る
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

主
人
公
が
思
い
出
す
母
の
面
影
の
描
写
は
、
『
沈
黙
』
執
筆
ま
も
な
い



頃
の
エ
ッ
セ
イ
「
母
と
私
」（
『
母
を
語
る
』
潮
文
社

昭

年

月
所
収
）
に
お

42

10

け
る
「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
の
「
母
」
の
姿
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
（
エ
ッ
セ

イ
「
母
と
私
」
に
は
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
に
繋
が
る
「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
の
「
母
」

の
他
、
短
編
「
六
日
間
の
旅
行
」（
「
群
像
」
昭

年

月
号
）
へ
と
繋
が
る
「
自
分
の
弱

43

1

点
を
平
気
で
さ
ら
け
出
」
す
烈
し
い
女
と
し
て
の
「
母
」
の
思
い
出
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
全
体
を
起
点
と
し
た
「
母
な
る
も
の
」
論
に
は
、
笛
木
美
佳
「
遠
藤
周
作
「
母
な
る

も
の
」
論

―
「
一
つ
の
秘
密
」
が
切
り
開
い
た
世
界
」（
「
学
苑
」
平

年

月
号
）
が

22

1

あ
る
）
。
だ
が
、
エ
ッ
セ
イ
「
母
と
私
」
と
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
に

お
け
る
「
母
」
の
思
い
出
の
記
述
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
エ
ッ
セ

イ
の
み
に
、
「
良
心
の
規
準
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

私
は
書
斎
に
母
の
写
真
を
飾
っ
て
い
る
が
、
私
が
酒
を
飲
ん
で
悪
業

を
働
い
て
帰
っ
て
く
る
と
、
写
真
の
母
は
何
か
怒
っ
て
い
る
よ
う
な

顔
に
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
仕
事
が
は
か
ど
っ
た
時
、
母
の
写
真
を

見
る
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
同
じ
写
真
な
の
だ

が
、
そ
う
い
う
よ
う
に
感
ず
る
の
は
、
私
が
こ
ん
な
年
齢
に
な
っ
て

も
母
を
怖
い
と
思
う
の
は
、
私
が
母
を
良
心
の
一
つ
の
規
準
に
し
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
／
と
に
か
く
、
考
え
て
み
る
と
、
私
は
母
に
対

し
て
迷
惑
ば
か
り
か
け
た
。
私
は
学
生
と
し
て
も
悪
い
学
生
で
、
あ

ち
こ
ち
の
学
校
を
受
験
し
て
は
落
ち
て
ば
か
り
い
て
、
浪
人
も
三
年

ぐ
ら
い
す
る
し
、
母
と
し
て
は
、
他
家
の
息
子
と
比
較
し
て
自
慢
に

な
る
よ
う
な
点
は
一
つ
も
な
く
、
よ
う
や
く
学
校
に
入
学
し
て
も
教

師
か
ら
呼
び
出
し
が
く
る
始
末
だ
っ
た
。
や
っ
と
芥
川
賞
を
受
け
、

文
士
と
し
て
一
人
前
に
な
っ
た
が
、
子
供
の
頃
、
小
説
家
に
な
れ
と

言
っ
て
く
れ
た
母
は
亡
く
な
っ
て
い
て
、
受
賞
後
に
な
っ
て
、
家
内

や
子
供
を
つ
れ
て
温
泉
へ
行
っ
た
り
し
た
が
、
私
は
そ
れ
ま
で
は
一

回
も
自
分
の
金
で
母
を
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
こ
ん
な
温

泉
へ
家
内
や
子
供
を
連
れ
て
来
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
非

常
に
母
に
対
し
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
が
す
る
。（
略
）
／
こ
れ
は
単

に
私
だ
け
で
な
く
一
般
の
男
性
が
、
自
分
の
母
と
か
妻
に
対
し
て
、

常
に
良
心

―
相
手
は
良
心
で
自
分
は
悪
い
人
間
だ
と
思
う
の
で
あ

る
。
私
に
は
母
や
妻
は
良
心
で
あ
り
、
私
は
い
つ
も
そ
の
良
心
を
ふ

み
つ
け
に
す
る
悪
い
人
間
だ
と
い
う
気
持
か
ら
抜
け
切
れ
な
い
。
私

に
と
っ
て
は
妻
を
拡
大
し
た
の
が
母
親
で
あ
り
、
こ
れ
は
世
の
中
の

一
番
い
い
部
分
で
、
し
か
も
、
そ
れ
に
対
し
て
悪
い
こ
と
ば
か
り
し

て
、
迷
惑
を
か
け
て
き
た
の
が
、
私
だ
と
い
う
気
持
か
ら
抜
け
切
れ

な
い
感
じ
が
し
て
い
る
。（
「
母
と
私
」
、
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』

頁
）

12

393

後
の
論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
に
お
け
る
か
く
れ
切
支
丹
理
解
か
ら
振

り
返
る
時
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
で
示
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
母
性
的
な

側
面
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
旨
を
逸
脱
し
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、『
沈

黙
』
以
後
の
遠
藤
が
母
な
る
神
を
求
め
た
日
本
的
な
精
神
風
土
と
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
難
所
、
「
哀
し
み
の
聖
母
」
に
詫
び
た
「
私
」
が
そ
の

後
を
ど
う
生
き
る
よ
う
促
さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、

こ
の
問
い
に
つ
い
て
「
母
な
る
も
の
」
本
文
を
評
価
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
の
が
、
作
中
に
お
け
る
「
哀
し
み
の
聖
母
」
が
、
エ
ッ
セ
イ
「
母
と

私
」
で
綴
っ
た
「
良
心
の
規
準
と
し
て
機
能
し
て
い
た
現
実
の
母
の
面
影
」

と
ど
の
程
度
融
合
し
、
更
に
は
、
「
現
実
の
母
の
面
影
」
か
ら
変
化
し
た

「
哀
し
み
の
聖
母
」
が
、
納
戸
神
と
ど
の
程
度
重
な
り
合
う
こ
と
で
生
み

出
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
分
析
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ



こ
で
ま
ず
、
「
良
心
の
規
準
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
外
し
て
創
ら
れ
た

作
品
「
母
な
る
も
の
」
で
、
母
の
思
い
出
は
ど
の
よ
う
に
描
出
さ
れ
、
納

戸
神
と
溶
け
合
う
前
の
「
哀
し
み
の
聖
母
」
と
な
っ
て
い
く
の
か
を
確
認

す
る
。
作
品
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
母
と
私
」
を
土
台
と
し
な
が
ら
、
次
の
よ

う
に
構
成
さ
れ
る
。

「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
の
母
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
不
甲
斐

無
い
息
子
・
遠
藤
周
作
。
そ
の
息
子
と
思
し
き
短
編
「
母
な
る
も
の
」
の

主
人
公
に
、
殉
教
の
み
を
栄
光
と
す
る
神
の
期
待
に
応
え
ら
れ
ず
後
ろ
め

た
さ
に
苛
ま
れ
る
か
く
れ
切
支
丹
が
重
な
る
（
「
母
な
る
も
の
」

頁
）
。
そ

48

の
重
な
り
の
先
に
、
赦
し
を
乞
い
願
う
思
い
を
寛
容
に
受
け
止
め
る
「
母
」

が
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
の
主
人
公
に
対
し
て
は
「
哀
し
み
の
聖
母
」

の
イ
メ
ー
ジ
（

頁
）
で
、
か
く
れ
切
支
丹
信
仰
に
は
納
戸
神
や
マ
リ
ア

55

観
音
の
姿
で
（

～

頁
）
、
存
在
す
る
。
エ
ッ
セ
イ
「
母
と
私
」
で
の
認

50

51

識
を
源
泉
と
し
な
が
ら
、
遠
藤
は
両
者
の
重
な
り
を
短
編
「
母
な
る
も
の
」

で
こ
の
よ
う
に
創
る
の
だ
が
、
ま
ず
納
戸
神
と
融
合
す
る
前
の
段
階
で
の

「
哀
し
み
の
聖
母
」
は
、
次
の
よ
う
に
創
ら
れ
て
い
る
。

真
夜
中
ま
で
、上
半
身
を
丸
め
る
よ
う
に
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
時
、

急
に
彼
女
を
背
後
に
意
識
す
る
こ
と
も
あ
る
。
母
は
う
し
ろ
か
ら
、

こ
ち
ら
の
筆
の
動
き
を
覗
き
こ
む
よ
う
な
恰
好
を
し
て
い
る
。
仕
事

の
間
は
、
子
供
は
も
ち
ろ
ん
、
妻
さ
え
、
絶
対
に
書
斎
に
入
れ
ぬ
私

な
の
に
、
そ
の
場
合
、
ふ
し
ぎ
に
母
は
邪
魔
に
な
ら
な
い
。
気
を
苛

立
た
せ
も
し
な
い
。
／
そ
ん
な
時
の
母
は
、
昔
、
一
つ
の
音
を
追
い

求
め
て
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
続
け
て
い
た
あ
の
懸
命
な
姿
で
も
な

い
。
車
掌
の
ほ
か
は
誰
も
い
な
い
、
阪
急
の
一
番
電
車
の
片
隅
で
ロ

ザ
リ
オ
を
じ
っ
と
、
ま
さ
ぐ
っ
て
い
た
彼
女
で
も
な
い
。
両
手
を
前

に
合
せ
て
、
私
を
背
後
か
ら
少
し
哀
し
げ
な
眼
を
し
て
見
て
い
る
母

な
の
で
あ
る
。
／
貝
の
な
か
に
透
明
な
真
珠
が
少
し
ず
つ
出
来
あ
が

っ
て
い
く
よ
う
に
、
私
は
、
そ
ん
な
母
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
つ
か
形
づ

く
っ
て
い
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
哀
し
げ

な
く
た
び
れ
た
眼
で
私
を
見
た
母
は
、
ほ
と
ん
ど
現
実
の
記
憶
に
な

い
か
ら
だ
。
／
そ
れ
が
ど
う
し
て
生
れ
た
の
か
、
今
で
は
、
わ
か
っ

て

い

る

。

そ

の

イ

メ

ー

ジ

は

、

母
が

昔

、

持
っ

て

い

た

「
哀
し
み
の
聖
母
」
像
の
顔
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
。（
「
母
な

マ

ー

テ

ル

・

ド

ロ

ロ

サ

る
も
の
」

頁
）

51

短
編
「
母
な
る
も
の
」
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
「
母
と
私
」
で
綴
っ
た
自
ら
の

信
じ
る
芸
術
や
信
仰
を
厳
し
く
求
め
る
良
心
の
規
準
と
し
て
の
母
の
側
面

が
描
き
込
ま
れ
る
も
の
の
、
そ
う
し
た
母
の
姿
が
い
つ
し
か
自
分
の
行
動

を
そ
っ
と
み
つ
め
て
い
る
母
の
眼
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
本
文
の
記
述
に

従
え
ば
、
「
ほ
と
ん
ど
現
実
の
記
憶
に
な
い
」
母
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
「
哀
し

み
の
聖
母
」
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。
エ
ッ
セ
イ
で
も
短
編
で
も
、「
私
」

は
生
活
の
様
々
な
場
面
で
母
を
思
い
出
す
の
だ
が
、
先
の
エ
ッ
セ
イ
の

「
私
」
に
は
、
「
私
が
（
略
）
悪
業
を
働
い
て
帰
っ
て
く
る
と
、（
略
）
何
か

怒
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
」
を
す
る
良
心
の
規
準
と
し
て
機
能
す
る
「
母
」

が
存
在
し
た
。
「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
「
母
」
が
機
能
し
て
い
る
時
、

彼
女
の
顔
は
息
子
の
そ
の
日
の
行
動
に
よ
っ
て
良
く
も
悪
く
も
変
化
す
る

の
だ
が
、
「
哀
し
み
の
聖
母
」
は
、
人
々
の
哀
し
み
に
寄
り
添
う
べ
く
、

常
に
同
じ
表
情
を
保
つ
。短
編
に
記
さ
れ
る
厳
し
か
っ
た
母
の
面
影
は
「
良

心
の
規
準
」
と
し
て
は
充
分
に
機
能
せ
ず
、
厳
し
か
っ
た
現
実
の
母
の
眼



差
し
と
は
別
の
次
元
に
存
在
す
る
不
肖
の
息
子
を
常
に
見
つ
め
る
「
哀
し

げ
な
（
略
）
眼
」
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
変
化
し
た
短
編
の
「
母
」

に
、
「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
の
母
の
役
割
を
、
積
極
的
に
読
み
込
む
に

は
、
少
々
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
（
短
編
「
母
な
る
も
の
」
に
描
か
れ
る
「
母
親
像
」

に
、
良
心
の
規
準
と
し
て
の
役
割
を
読
み
込
む
こ
と
で
「
哀
し
み
の
聖
母
」
を
「
聖
ト
マ

ス
的
秩
序
」
と
位
置
づ
け
た
論
考
に
武
田
友
寿
『
遠
藤
周
作
の
世
界
』
中
央
出
版
社

昭

年

月
が
あ
る
）
。
そ
し
て
、
現
実
の
母
に
は
な
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら

44

10

紡
ぎ
出
さ
れ
た
「
哀
し
み
の
聖
母
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
遂
に
納
戸
神
と
重

ね
ら
れ
る
。
両
者
が
重
な
り
合
う
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
を
だ
い
た
聖
母
の
絵

―
い
や
、
そ
れ
は
乳
飲
み
児
を
だ

い
た
農
婦
の
絵
だ
っ
た
。（
略
）
私
は
そ
の
不
器
用
な
手
で
描
か
れ
た

母
親
の
顔
か
ら
し
ば
し
、
眼
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
等

は
こ
の
母
の
絵
に
む
か
っ
て
、
節
く
れ
だ
っ
た
手
を
合
わ
せ
て
、
許

し
の
オ
ラ
シ
ョ
を
祈
っ
た
の
だ
。
彼
等
も
ま
た
、
こ
の
私
と
同
じ
思

い
だ
っ
た
の
か
と
い
う
感
慨
が
胸
に
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
昔
、
宣
教

師
た
ち
は
父
な
る
神
の
教
え
を
持
っ
て
波
濤
万
里
、
こ
の
国
に
や
っ

て
来
た
が
、
そ
の
父
な
る
神
の
教
え
も
、
宣
教
師
た
ち
が
追
い
払
わ

れ
、
教
会
が
毀
さ
れ
た
あ
と
、
長
い
歳
月
の
間
に
日
本
の
か
く
れ
た

ち
の
な
か
で
い
つ
か
身
に
つ
か
ぬ
す
べ
て
の
も
の
を
棄
て
さ
り
も
っ

と
も
日
本
の
宗
教
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
、
母
へ
の
思
慕
に
変
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
私
は
そ
の
時
、
自
分
の
母
の
こ
と
を
考
え
、
母

は
ま
た
私
の
そ
ば
に
灰
色
の
翳
の
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
弾
い
て
い
る
姿
で
も
な
く
、
ロ
ザ
リ
オ
を
く
っ
て
い
る
姿
で

も
な
く
、
両
手
を
前
に
合
わ
せ
、
少
し
哀
し
げ
な
眼
を
し
て
私
を
見

つ
め
な
が
ら
立
っ
て
い
た
。（
「
母
な
る
も
の
」

頁
）

55

愚
行
を
繰
り
返
し
た
挙
げ
句
、
母
の
死
に
目
に
も
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
か
く
れ
切
支
丹
の
島
を
歩
く
主
人
公
の
「
私
」
。
現
代

を
生
き
る
「
私
」
の
後
悔
の
念
に
、
島
に
眠
る
か
く
れ
た
ち
の
霊
の
念
が

呼
応
し
、
栄
光
の
道
（
殉
教
）
に
足
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
神
に

詫
び
な
が
ら
生
き
た
彼
ら
が
拝
ん
で
き
た
納
戸
神
（
農
婦
の
母
）
に
、「
母
」

で
あ
り
な
が
ら
現
実
の
母
に
は
な
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
「
母
」
の
眼
差
し

（
哀
し
み
の
聖
母
）
を
重
ね
る
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
形
成
か
ら
は
、
短
編

「
母
な
る
も
の
」
を
上
梓
し
た
昭
和

年
段
階
で
の
遠
藤
が
、
か
く
れ
切

46

支
丹
研
究
を
進
め
な
が
ら
も
、
「
優
し
く
許
し
て
く
れ
る
母
の
よ
う
な
存

在
」
と
い
う
日
本
人
に
と
っ
て
耳
当
た
り
の
よ
い
イ
メ
ー
ジ
の
み
を
重
要

な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
こ
の
強
調
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
を
日
本
の
精
神
風
土
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

必
須
条
件
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
で
捉
え
た
「
泥

沼
」
で
も
根
腐
れ
せ
ぬ
信
仰
の
あ
り
よ
う
を
考
慮
し
た
時
、
そ
こ
に
は
、

同
時
に
「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
の
母
の
イ
メ
ー
ジ
が
内
在
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
が
、
先
の
引
用
の
記
述
に
あ
る
現
実
の
母
か
ら
聖
母
像
の
イ

メ
ー
ジ
へ
の
変
化
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
重
な
り
の
な
か
に
「
良
心
の
規

準
」
と
し
て
の
母
の
機
能
を
読
み
込
む
こ
と
は
、
や
は
り
難
し
い
だ
ろ
う

（
武
田
友
寿
が
前
掲
書
で
示
し
た
「
形
而
上
的
聖
母
像
」
と
か
く
れ
切
支
丹
の
マ
リ
ア
像

の
違
い
を
指
摘
し
た
論
文
に
、
辛
承
姫
「
母
な
る
も
の
」（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
平
18

年

月
号
）
が
あ
る
）
。

2佐
藤
泰
正
は
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
に
登
場
す
る
案
内
役
の
地
元
住

民
（
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
）
の
「
固
い
背
中
」
の
描
写
を
通
し
て
、
「
哀
し
み
の



聖
母
」
と
「
納
戸
神
」
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
遠
藤
周
作
に
お
け
る
「
母

の
イ
メ
ー
ジ
」

―
「
母
な
る
も
の
」
の
原
像
を
め
ぐ
っ
て
」（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の

研
究
」
昭

年

月
号
）
）
。
佐
藤
は
、
こ
の
固
い
背
中
と
母
な
る
も
の
と
の

48

2

更
な
る
融
合
と
深
化
と
を
、
作
家
の
進
む
べ
き
道
と
し
て
求
め
た
（

頁
）
。

109

「
母
」
を
描
く
こ
と
を
通
し
て
信
仰
を
示
そ
う
と
し
た
遠
藤
作
品
が
耕
す

べ
き
土
壌
の
困
難
を
見
抜
く
こ
と
で
、
「
哀
し
み
の
聖
母
」
像
の
良
所
と

欠
点
と
を
指
摘
し
、
次
作
へ
の
期
待
を
込
め
た
も
の
と
考
え
る
。

論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
を
通
し
、
「
泥
沼
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
で

信
仰
が
確
立
さ
れ
る
た
め
に
は
、
「
良
心
の
規
準
」
と
し
て
存
在
す
る
厳

し
い
母
に
胸
を
張
っ
て
対
面
す
る
努
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
に
、
明
確
に

気
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
遠
藤
は
、
亡
く
な
っ
て

年
経
っ
て
な
お

30

「
昔
の
よ
う
に
今
日
ま
で
の
私
の
信
仰
う
す
き
生
き
方
を
指
さ
し
て
と
が

め
て
く
る
気
さ
え
す
る
」（
「
還
り
な
ん
」
引
用
は
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新

8

潮
社

平

年

月

頁
に
拠
っ
た
）
母
の
遺
骨
を
抱
い
た
自
分
の
姿
を
、

11

12

285

短
編
「
還
り
な
ん
」（
「
新
潮
」
昭

年

月
号
）
で
、
次
の
よ
う
に
描
く
（
「
母
」

54

1

の
描
写
の
変
遷
を
分
析
し
た
論
文
に
、
荒
井
英
恵
「
遠
藤
周
作
と
〈
母
な
る
も
の
〉

―

「
還
り
な
ん
」
を
中
心
に
」（
「
同
志
社
国
文
」
平

年

月
号
）
が
あ
る
）
。

10

3

膝
に
お
い
た
骨
壺
は
兄
の
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
し
り
と
し
た
重
さ
が
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
体
も
小
さ
く
背
の
低
か
っ
た
母
の
骨
が
な
ぜ
、

こ
ん
な
に
重
い
の
か
と
、
暑
く
る
し
い
白
っ
ぽ
い
空
を
見
な
が
ら
ぼ

ん
や
り
考
え
た
。
そ
れ
は
こ
の
齢
ま
で
持
ち
続
け
た
母
に
た
い
す
る

私
の
偏
愛
と
愛
着
の
た
め
に
ち
が
い
な
か
っ
た
。
母
は
私
に
と
っ
て

必
ず
し
も
や
さ
し
い
女
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
の
孤
独
な
生
活

や
信
仰
の
烈
し
さ
の
た
め
、
惰
弱
で
ぐ
う
た
ら
な
私
は
幾
度
と
な
く

苦
し
ま
さ
れ
た
。
学
生
の
時
、
私
は
そ
ん
な
母
に
耐
え
き
れ
ず
彼
女

と
離
婚
を
し
た
父
親
の
家
に
逃
げ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
だ
が
父
の
家

に
住
む
と
、
私
は
母
を
見
捨
て
た
と
い
う
悔
い
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け

た
。
／
（
で
も
結
局
は
俺
も
、同
じ
と
こ
ろ
に
埋
め
ら
れ
る
わ
け
だ
）
／

と
私
は
膝
の
上
の
骨
壺
に
囁
い
た
。
そ
し
て
先
ほ
ど
見
た
丸
い
深
い
、

そ
し
て
暗
い
穴
の
こ
と
を
思
い
だ
し
、
あ
そ
こ
が
私
が
永
遠
に
母
や

兄
と
住
む
場
所
だ
と
考
え
た
。（
「
還
り
な
ん
」

頁
）

292

短
編
「
還
り
な
ん
」
は
、
論
考
「
日
本
の
沼
の
中
で
」
が
書
き
出
さ
れ

た
年
の
作
品
で
あ
る
。
そ
こ
で
遠
藤
は
、
「
信
仰
の
烈
し
さ
の
た
め
（
略
）

苦
し
ま
さ
れ
た
」
母
、
「
信
仰
う
す
き
（
略
）
生
き
方
を
（
略
）
と
が
め
て

く
る
」（

頁
）
や
も
し
れ
ぬ
母
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、

285

作
中
、
「
私
が
永
遠
に
母
や
兄
と
住
む
場
所
」（

頁
）
だ
と
認
識
し
、
い

292

つ
か
自
分
も
還
る
場
所
で
あ
る
お
墓
は
、
「
暗
い
穴
」
と
喩
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
暗
い
穴
」
は
、
飼
い
主
か
ら
暴
行
を
受
け
な
が
ら
も
飼
い

主
の
元
に
戻
ろ
う
と
す
る
雑
種
の
犬
が
み
せ
る
帰
巣
本
能
と
同
じ
く
、
再

び
叱
ら
れ
る
の
が
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
還
る
場
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

（

頁
）
、
同
時
に

世
紀
、
迫
害
下
に
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
フ

290

17

ィ
リ
ピ
ン
か
ら
故
郷
・
日
本
へ
戻
っ
た
ミ
ゲ
ル
西
田
の
望
郷
の
念
と
も
二

重
写
し
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
（

頁
）
。
こ
う
し
た
「
母
」
の
眠
る
お

290

墓
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
約

年
前
、
短
編
「
母
な
る
も
の
」
で
「
誰
に
も
言

10

い
た
く
な
い
私
と
母
の
会
話
の
場
所
」（

頁
）
と
喩
え
ら
れ
た
安
ら
ぎ
の

46

場
所
で
は
な
い
。
ま
た
「
母
な
る
も
の
」
で
強
調
さ
れ
た
哀
し
み
だ
け
を

残
し
た
聖
母
マ
リ
ア
像
に
同
化
し
、
優
し
く
許
し
て
く
れ
る
対
象
と
共
に

想
起
さ
れ
た
母
（
「
母
な
る
も
の
」

～

頁
）
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
こ

51

52



の
短
編
に
は
描
か
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
描
写
の
変
遷
を
辿
る
と
き
、「
良

心
の
規
準
」
と
し
て
の
母
親
像
が
主
人
公
に
促
す
再
起
、
と
同
時
に
優
し

く
許
し
て
く
れ
る
「
哀
し
み
の
聖
母
」
と
し
て
の
母
親
像
。
い
つ
の
日
か
、

こ
の
二
つ
の
母
親
像
が
せ
め
ぎ
合
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
聖
母
像
が
確
立
さ

れ
る
こ
と
が
、
か
く
れ
切
支
丹
が
教
え
て
く
れ
る
良
所
と
欠
点
と
を
踏
ま

え
た
遠
藤
の
「
母
な
る
神
」
の
到
達
点
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

お
わ
り
に

―
「
泥
沼
」
と
し
て
の
日
本
が
孕
む
困
難

遠
藤
文
学
が
目
指
し
た
日
本
人
の
心
に
合
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
「
母

な
る
神
」
は
、
一
方
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
母
性
的
側
面
を
強
調
す
る
こ
と

で
日
本
人
の
心
の
琴
線
を
掴
む
こ
と
を
目
指
し
、
他
方
で
は
、
日
本
的
な

後
悔
と
許
し
の
信
仰
の
み
に
堕
す
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
と
推
測
す

る
。
そ
し
て
こ
の
２
点
こ
そ
が
、
遠
藤
が
か
く
れ
切
支
丹
調
査
を
経
て
得

た
真
の
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
だ
が
同
時
に
こ
の
こ
と
は
、
転
ん
だ

人
間
に
、
そ
の
後
の
一
生
を
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

を
強
い
る
と
刀
と
な
っ
て
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
遠
藤
は
、

ユ
ダ
（
キ
チ
ジ
ロ
ー
）
の
哀
し
み
を
も
敏
感
に
感
じ
取
る
イ
エ
ス
の
「
愛
」

を
、
聖
書
研
究
を
通
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
『
イ
エ

ス
の
生
涯
』、『
遠
藤
周
作
文
学
全
集

』
新
潮
社

平

年

月

～

頁
）
。

11

12

3

166

167

拷
問
に
か
け
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
人
間
が
彼
等
を
棄
教
者
を
裁
く
こ
と

が
出
来
る
の
か
と
い
う
『
沈
黙
』
の
疑
問
は
、
前
作
「
海
と
毒
薬
」（
「
文

学
界
」
昭

年

、

、

月
号
）
で
描
い
た
勝
呂
の
行
為
（
生
体
解
剖
実
験
へ
の

32

6

8

10

参
加
）
に
つ
い
て
、
あ
の
状
況
に
お
か
れ
な
か
っ
た
人
間
が
裁
け
る
の
か

と
い
う
疑
問
を
引
き
継
い
で
い
る
。
遠
藤
に
と
っ
て
、
到
底
そ
れ
は
裁
け

る
事
柄
で
は
な
か
っ
た
が
、
遠
藤
は
晩
年
、
「
海
と
毒
薬
」
を
書
い
て
い

た
頃
の
苦
悩
を
、
「
生
体
解
剖
を
し
て
し
ま
う
」
勝
呂
の
心
が
、
「
神
を
志

向
す
る
も
の
に
変
わ
れ
ば
と
（
略
）
希
望
し
」
な
が
ら
も
、
「
そ
れ
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
も
が
い
て
い
た
」（『
人
生
の
同
伴
者
』

頁
）
と

109

述
懐
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
苦
悩
に
は
、
勝
呂
や
キ
チ
ジ
ロ
ー
や
ロ
ド
リ

ゴ
の
よ
う
な
人
々
を
、
人
間
の
哀
し
み
を
し
る
イ
エ
ス
が
見
棄
て
な
い
だ

ろ
う
と
信
じ
つ
つ
も
、
一
方
で
は
、
「
愛
」
に
生
き
る
こ
と
を
貫
き
通
し

た
イ
エ
ス
の
生
涯
を
、
弱
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
倣
う
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
も
う
一
つ
の
難
問
が
、
含
ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』
執
筆
を
通
し
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
を
も
っ
て
誕
生

し
た
教
え
の
成
り
立
ち
を
我
が
身
に
引
き
寄
せ
た
時
、
キ
リ
ス
ト
の
誕
生

に
弟
子
た
ち
（
ペ
ト
ロ
）
の
回
心
と
再
起
を
発
見
し
た
遠
藤
が
い
る
。
小

稿
は
、
そ
の
ペ
ト
ロ
の
回
心
と
同
質
の
再
起
を
、
遠
藤
が
か
く
れ
切
支
丹

か
ら
学
ん
だ
日
本
人
の
宗
教
心
を
矯
め
直
す
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
見
出
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
日
本
的
精
神
風
土
に
お
け
る
遠
藤
文
学
の

戦
い
を
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
時
、
遠
藤
神
学
の
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
「
同

伴
者
イ
エ
ス
」
像
を
描
い
た
『
死
海
の
ほ
と
り
』（
新
潮
社

昭

年

月
）

47

6

と
『
侍
』（
新
潮
社

昭

年

月
）
に
、
対
照
的
な
同
伴
者
イ
エ
ス
の
姿
が

55

4

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
、
考

察
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

（
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
）
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